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福家俊幸氏 博士（文学）学位請求論文 
論文題目「紫式部日記の研究ー表現世界と方法ー」 
審 査 報 告 要 旨 
 
 
 本論文は、『紫式部日記』の表現世界がいかなる方法から形成されているかを、多角的
に論じたものである。作品全体の表現構造、著作目的、史実との関係、『源氏物語』との
関係、作者の思念、文学史上の位置、研究史の問題など、その論点は多岐にわたり、手堅
く且つ綿密な分析を試み、『紫式部日記』研究の問題点と到達点とを手堅く浮き彫りにし
ている。 
 第１章「作品世界と方法」は、この『日記』がいかなる作品であるかを丹念に究明して
いる。この『日記』の記録的性格は広く知られるが、一方、私的な憂悶に沈んだ叙述があ
り、作品全体の統一性に疑問がさしはさまれてきた。論者は、この『日記』を、女房日記
の伝統を踏まえつつ、それを乗り越えた作品と押さえ、憂愁の叙述は身の程をわきまえた、
節度ある女房像を描くことにつながるものと考察した。作品全体を統括する表現の論理を
見出しており、いささか図式的な印象はあるものの、その試みは有益である。十一日の暁
の記および寛弘七年の記も、敦成親王関連の記述との対応関係を読むことで、新しい位置
付けを提唱した。 
 第２章「消息的部分の方法」は、消息的部分の表現世界とその位置づけを論じる。消息
的部分の主体を『源氏物語』の語り手のような方法的存在とする見方が近時提出されてい
るが、論者は、そのことが日記文学としての本作品といかに関わるかを考察し、『源氏物
語』のような語り手の登場は、書簡としての宣言が不可避だったと主張した。また、いわ
ゆる三才女批評に、対偶的な表現を読み、この部分の新しい位置づけを試みている。成立
の問題が中心になることが多い消息的部分に、新しい光を当てている。 
 第３章「服飾描写の方法」は、この『日記』に存在する夥しい服飾描写の位相を論じて
いる。男性貴族と女性貴族の服飾描写の違いを明らかにし、そこに作者の遠近する視線を
指摘する。女房日記とされる他の作品との視線の相違から、この作品の独自の達成を認定
している。 
 第４章 「人物描写の方法」は、藤原道長、藤原公任、むまの中将らの描かれ方につい 
て、その特質と表現方法を論じている。史実の再現ではない、日記文学独特の、他者との
対峙を説く。むまの中将をめぐる論考では、女房間に存在した生々しい感情を掬い取ろう
とする新しい指摘が見られる。 
 第５章「物語文学摂取の方法」は、この『日記』の表現に、『こまのの物語』『源氏物
語』の強い影響を看取し、主家慶祝の記を物語の世界が侵食していく意味を捉える。ここ
では、昼寝する上臈女房の描写に、『こまのの物語』から『源氏物語』に至る物語文学の
「襲われる姫君」への回路を見出す。『源氏物語』の世界が現実の宮廷を彩る過程とその
意味性を、上臈女房の問題と絡めて論じた本論考は、作品の著作目的をも視野に入れる点
で実に興味深い。しかし、『源氏物語』との関わりは、作者の思惟も含めてさらに多角的
に論ぜられるべきであろう。その意味では本論文の成果から、『源氏物語』を逆照射する
とき、『源氏物語』論としていかなる視界が開けるのか、論者の今後の究明に大きな期待
 2
を持つことができる。 
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 第6章「『紫式部日記』以降の日記文学、『更級日記』『讃岐典侍日記の方法』の方法
―『紫式部日記』世界の揺曳―」は、『紫式部日記』あるいは紫式部の、後代の日記文学
に与えた影響を論じている。またそれぞれが独立した作品論ともなっている。『更級日
記』は、夫俊通が作品上、不在である意味を論じ、そこには、一族の栄達に貢献した紫式
部に対する複雑な意識もあるという。また、大嘗会の御禊の日の初瀬詣でに、皇族の乳母
に対する特別な意識を読み取る。『讃岐典侍日記』は、上巻の時間に『紫式部日記』の影
響を読み、叙述上、帝は闇の中で崩御しなければならなかったと論じる。何れも説得力の
ある独自な見解が見られる。 
 第７章「紫式部の中宮出仕以前の宮仕えの可能性」は、紫式部の、中宮彰子出仕以前の
宮仕えの可能性を追究している。先学によって具平親王家出仕説が提起されているが、論
者はその説の肉付けを試み、その可能性をさらに追究した。 
 第８章「研究展望と問題点」は、『紫式部日記』の現在に至る研究展望と問題点を整理
し、新しい研究動向を模索する。併せて、紫式部の伝記研究の研究史を整理している。 
 以上が本論文の概要である。『紫式部日記』表現世界と方法を、『源氏物語』をはじめ、
周辺の文学作品や史実などとの関わりも含め、多角的な視点から究明している。ともすれ
ば一部の印象深い文学的表現の読みに偏しがちな『紫式部日記』研究を、表現の総体とし
て捉え、記録と文学性の問題を追尋した本論文は、新しい『紫式部日記』研究として高く
評価でき、独自の位置を築くに違いない。しかし、例えば、第４章のむまの中将をめぐる
論述などは、主家慶祝の記とする筆者の主張を危うくするものも含むのではないか。筆者
が主家慶祝の記と認定することで、かえってこぼれ落ちていく問題があるようにも思われ
る。また、『源氏物語』との関わりは、さらにさまざまな視角から、今後深められていく
必要がある。このように細部には意見もあるが、論者は本論の各章で、独自の着想と資料
の的確な分析により、数々の創見を導き出し、総体として『紫式部日記』の表現する世界
を貫通する論理を一貫して見出そうとした。優れた成果であり、新しい『紫式部日記』研
究としての意義を十二分に主張しうるものと確信する。 
よって、本論文は、博士（文学）早稲田大学の学位を授与するに価するものと判断する。 
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